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1犯罪関係 

岡山北警察署管内における本年1：0月中の刑法犯認知件数はl件で、＿前年同時期と 
／比べて2桂瀬少となっています。　　　　※被寄屈が提出された件数を認知件数として計上 

‾‾【餉2年1b拙め刑法犯認知状況】∴恵施錠の自転車が狙われます！ 

牒種別　　席数「発地域　　一同山北警察署管内では、＿、令和（2年1／0月 

末現在で、自転車の盗難被害が8件発生し・ 

帽盗犯醜車盗十1御津二地域「喜嵩擢繕擬態讃諜 
：います。自転車を離れる／際は、短時間でも薪 

合計　l十二　一、㌦」一錠を掛けて、盗難被害を防止しましよiう。 

両髄：哺蓑　′　親臨』：電輯高・ 
11月は厚生労働省が主唱するir児童虐待陳止推進月間」です。 車重虐待は、早期発見〃早期対応が大切ですので・i日頃から児童虐待に関心を／ 持ち＼地＝域や学校では、「不自然な傷が多いjr身体や衣類が非常i 譜虹謹欝詑詳鷺葦が聞こえる」一等∴ii＼醗 ー〝「虐待？」と感じたら、－市町村又は最寄り＼の児童相殺所i（虐待漸 

＿　対応ダイヤル両89（イチ‘ハヤ“ク‾）＿』24時間受付）に逗 

しましよう一。i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹灘i畿－“‾ 

また：緊急の場合は迷わず1十〇番通報をしてくださいo 

2∴交通関係 金種2年IP月中の岡山北警察署管内の交通事故桑生状況（概数）i ・i総事故件数・54件‾（昨年比十1＿0件） ：能義故∴結寵‡鴇∴∴∴∴三一／ ・物損事故‘48件（昨年比十8件）一 

i今寓のむさくち耶IWス：◇マ「クを兄だら、／横断歩行者がいか‾かよく確認1日 ，言町のない－断嬢、首のi前にはiマークがあiので注意e 冬に向かってますます日が短くな1ってぎました言、i・。 

iio革め人は早めにライトを点灯しまLiよう！○歩行者／は反射材等で目立ちましょう工 ー早めに危険に気付けます。　一早めに気付いてもらえます。i 

ヰ∴言　　　　．∴÷∴ 
－∴∴魚∴詰∴． 　∴rm∴∴∴∴∴ 　　　　∴ 
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節欒蘇三豊擬綴鮭

年
来
年
始
は
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
、
運
駐
中
は
聾
風

力
が
散
漫
に
な
り
が
ら
で
す
。

今
年
の
交
通
死
亡
事
故
の
9
月
末
ま
で
の
主
な
精
緻
は
、

○
　
高
齢
害
の
ー
死
書
数
が
6
割
を
超
え
る

○
　
自
転
車
乗
車
中
の
死
害
は
日
大
で
、
全
員
が
高
齢
善

○
　
単
独
事
故
が
約
筆
数

です『こ
う
し
た
特
徴
の
ほ
か
、
冬
期
は
日
没
時
問
が
早
く
な
り
ま
す
。
・

歩
請
書
や
自
駐
車
の
方
は
、
夕
暮
れ
時
や
夜
間
に
外
出
す
る
際

は
、
夜
光
反
射
材
尊
を
必
ず
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。

夜
光
反
射
材
を
忘
れ
て
外
出
し
て
も
、
擦
寄
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の
方
は
．
そ
の
ラ
イ
ト
を
使
用
す
る
こ
と
も
有

効
で
す
。

ま
た
、
年
末
年
輪
は
、
統
語
す
る
総
会
が
増
え
ま
す
。

少
量
で
も
お
酒
を
歓
ん
だ
ら
章
を
運
転
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

お
酒
を
飲
む
場
合
は
、
章
で
行
か
な
い
こ
と
や
、
ハ
ン
ド
ル
キ

ー
パ
ー
を
指
定
す
る
棺
と
し
て
、
飲
酒
連
語
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

1
0
月
持
田
に
御
津
公
民
館
で
開
催

さ
れ
た
健
康
教
室
に
こ
に
こ
会
（
参

棚
善
1
8
人
）
、
日
月
1
日
に
宇
坦
コ

ミ
ュ
三
ナ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
高
齢
害
サ
ロ
ン
（
参
榔
書
3
4
人
）

l
こ
お
い
て
．
そ
れ
ぞ
れ
特
殊
詐
欺
防

止
∵
交
通
事
故
防
止
、
陽
幾
の
講
話

を
衛
い
ま
し
た
。

日
月
1
日
に
御
津
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
御
津
公
民
館
祭
り
の
会
場
琶
戒

を
、
御
津
管
内
の
艶
福
所
員
で
実
施
し
、

そ
れ
に
併
せ
て

固
山
北
馨
禁
書

ラ
イ
ン
ア
カ
ウ

ン
ト
の
チ
ラ
シ

等
を
参
加
者
に

配
高
す
る
等
の

広
報
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
と
で
．
椴
善

犯
・
褒
通
菱
合

成
を
図
る
こ
と

し
て
、
ラ
イ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
の
運
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

L
－
N
E
ア
プ
リ
の
友

だ
ち
タ
ブ
を
開
き
、
画
面

右
上
に
あ
る
左
だ
ち
造
抑

ボ
タ
ン
Q
R
コ
ー
ド
を
押

し
て
ヨ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で

左
の
Q
R

コ
ー
ド
を

ス
キ
ャ
ン

し
て
く
た

さい。

1
1
局
中
、
手
錠
駐
在
所
管
内
で
は
、

犯
罪
の
発
生
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
県
内
で
は
振
り
込
め
詐
欺
等
の

殊
誰
散
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

不
蜜
な
電
話
、
不
富
な
葦
、
人
を
見
か
け
た
…

ら
宰
垣
駐
在
所
文
は
同
山
北
蜜
豪
雪
ま
で
逼
穀

を
お
願
い
し
ま
す
。

車
件
。
事
故
を
目
撃
し
た

際
は
そ
の
境
で
「
1
1
0
蜜

通
報
」
を
お
願
い
し
ま
す
。
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